
調査票 項目 提出意見
対応

方針
内容

1
分かり
やすい
版

問３

ここで精神障害の種類を聞く意図
は？前ページの問３（３）①の後で
聞く方が自然ではないか。問４は医
ケアについてのみの質問で良いので
はないか。

素案
どおり

問３は手帳の所持状況を確認する設問で
あり、問４は自身の重複している障害や
難病の状況について追加で確認する構成
としているため、設問を分けています。

2
分かり
やすい
版

問６

なぜ選べる選択肢が１つだけなの
か。通常、世話・手伝いをしてくれ
る人が１人とは考えづらいため、複
数回答にするのはどうか。

修正

「主な」支援者について回答いただける
よう、設問を「あなたの世話、手伝いを
一番してくれる人はだれですか。（１つ
だけに○）」に修正します。

3
分かり
やすい
版

問７

問７の選択肢「１週間に２回～６回
出かける」は、回数の幅が広すぎる
ため、「１週間に２～３回出かけ
る」、「１週間に４～５回出かけ
る」と選択肢を増やすのはどうか。

修正

外出の頻度を分かりやすくするため、次
のとおり選択肢を修正します。
１　毎日出かける
２　１回以上出かける
３　出かけない週もある
４　出かけない

4
分かり
やすい
版

問１１

問11の選択肢１について、「就職に
向けた意識啓発」は言葉が難しいた
め、選択肢を分かりやすく言い換え
た「仕事をしたいという気持ちにな
ること」を選択肢にするのはどう
か。

修正

選択肢１を「就職に向けた意識を高める
こと・・・仕事をしたいという気持ちに
なること」に修正します。

5
分かり
やすい
版

問１１

選択肢１、１０、１１、１３、１４
について、使用している言葉が難し
いため、簡単な言葉で補足した内容
を選択肢に置き換えるのはどうか。

素案
どおり

選択肢については、優しい表現に言い換
えた説明文を付して対応しています。
ただし、選択肢１は、上記と同様に「就
職に向けた意識を高めること」に修正し
ます。

6
分かり
やすい
版

問１２

選択肢に相談支援の人が必要ではな
いか。

修正

選択肢に「相談支援専門員・・・サービ
スの利用について相談する人」を追加し
ます。
成人用及び児童用の調査票についても同
様の修正を行います。

7
分かり
やすい
版

問１４

選択肢４「家族、家族との生活のこ
と」という表現は分かりにくいた
め、「家族のこと」と集約した表現
にするのはどうか

修正

選択肢４を「家族のこと」に修正しま
す。
成人用の調査票についても同様の修正を
行います。

8
分かり
やすい
版

問１５

選択肢に「相談支援専門員」を追加
してほしい。

修正

選択肢に「相談支援専門員・・・サービ
スの利用について相談する人」を追加し
ます。
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調査票 項目 提出意見
対応

方針
内容

9
分かり
やすい
版

問１５

選択肢1２で拠点とぽるとについて
「生活を手助けしてくれるところ」
と説明しているが、相談機能がある
ことを説明に加えてはどうか。

修正

相談窓口であることを示すため「生活の
手助けをしたり、相談にのってくれると
ころ」に修正します。

10
分かり
やすい
版

問１７

選択肢に「相談支援専門員がいない
（計画を立てる人がいない）」を追
加してほしい。 修正

選択肢に「サービスの利用について相談
する人（相談支援専門員）が足りないこ
とにより相談ができない」を追加しま
す。

11
分かり
やすい
版

問２２

「ルール」とは「スポーツなどの特
定の場面や活動において守るべき基
本的な決まり」であるため、この問
２２では「ルール」よりも「決ま
り」が相応しい表現ではないか

修正

「ルール」を「決まり」に修正します。

12
分かり
やすい
版

問２３
-①

（イ）だれから　の選択肢に介護や
支援の人も必要ではないか

修正

選択肢５を「学校の先生、介護や支援の
仕事をしている人」に修正します。

13
分かり
やすい
版

問２３
-①

（イ）の選択肢として「病院の先
生、看護師など」を追加するのはど
うか。

修正

（イ）の選択肢に「病院の先生や看護
師」及び「図書館や区役所などの職員」
を追加します。
また、選択肢７「お店の客さん」は選択
肢８「知らない人」に含まれるため、選
択肢７は削除します。
成人用及び児童保護者用についても同様
の修正を行います。

14
分かり
やすい
版

問２３
-①

これまでの人生においてイヤな思い
を複数回した人は、どうやって答え
れば「場面」「誰から」「どんなこ
と」を関連付けて伝えることができ
るのか、ご検討いただきたい。 素案

どおり

計画策定に向けた調査という目的をふま
え、統計的にどういった場所・人・場面
で差別的取扱いを受けることが多いかを
把握するための設問です。
回答に当たっては、該当する選択肢を複
数選択いただくことで、様々な場面にお
ける差別的取扱いの実態について把握で
きるものと考えます。

15
分かり
やすい
版

問２３
-②

選択肢に「相談支援専門員」を追加
してほしい。 修正

選択肢に「相談支援専門員・・・サービ
スの利用について相談する人」を追加し
ます。

16
分かり
やすい
版

問２５

選択肢に「休日や余暇時間を楽しめ
る場所やサービス」があると良いか
と思う。

修正

選択肢に「余暇活動の充実・・・休日な
どに好きな活動をすること」を追加しま
す。

17
分かり
やすい
版

その他

問３（１）で回答者が愛の手帳を
持っていること（知的障害のある
方）が前提だと読み取れるが、「分
かりやすい版」は知的障害のある方
だけでなく精神障害により認知機能
が低下している方が答える可能性も
あるため、問３の記述を変更するの
はどうか。

素案
どおり

精神障害のある方は成人用の調査票を使
用し、知的障害と重複する場合は、分か
りやすい版を使用します。
なお、今回の調査に当たっては、回答者
の負担も考慮し、調査票全体の設問や選
択肢を前回よりも分かりやすい内容に見
直しを図っているところです。


